
 

改善箇所説明図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              

 

 

 

改善の内容 

全車両、高圧燃料ポンプの製造番号を点検し、該当する場合は対策品に交換する。 

 

識別：改善済車両には車台番号打刻の右上部に黄色ペイントを塗布する。 

 

 

注：   は交換部品を示す。

高圧燃料ポンプにおいて、設計検討が不十分なため、構成品の圧入組付け後に必要な強度

が不足し、使用過程でポンプ内部が摩耗や損傷することがある。そのため、ポンプ溶接部に

応力が集中して、亀裂が発生し燃料漏れに至るおそれがある。 
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